「道しるべ（目標）」 by 齋藤 高弘


































(  ii  )
た戦略であってもそれを実現するために，効果的な戦術を立案し，実現するための最上
の努力をすることが大切です。仮に漠然としたあるいは確固たる戦略に対して漠然とし
た戦術を立案することが悪い結果を生むことになります。成果が生まれるのであれば良
いのですが，結果から判断することは言い訳を正当化することです。戦略（目標・目的）
と戦術（実施）を一体化した計画を立てたいものです。
　本学会と他学会の棲み分けですが，本学会は研究者デビューの登龍門として，各研究
室での研究課題の取組紹介など奥羽大学歯学会の立ち位置も固まっているのではないで
しょうか。研究者の卵を温かく育成・養成し，全国や国際学会で太刀打ちできるように
ブラッシュアップのための学会と思っております。
　最後に，東北歯科大学第１巻１号（昭和49年12月発行）の発刊に際して，初代学長
の村瀬正雄教授が以下の文で締めくくっています。
　「「人の一生は重き荷を背負いて，はるかなる幸ある里を求め，遠き遠き旅に立つに似
たり。あらゆる困難と孤独を克服し，努力してはじめて至る」と。
　こんな意味の名言を時の日本を代表する学者藤田　彪が記していると伝えられている。
後世の人はこの道を辿り，初めて彼の偉大さを知り，後の世にこの言葉を光として伝え
ている。
　大学学会とは教授から学生に至るまでがともにこの道を辿り，やがて栄光ある東北の
光にしなければならないと思う。
　東北歯科大学学会の発展を祈りて記す。」
　研究過程の苦労と結果，そして自己満足，次に繋げる活力を持つことは，研究だけで
なく，教育にも必要です。教育は研究によって担保され，研究は教育にフィードバック
しなければならないのです。
　
（奥羽大学事務局長）
